
安平町創業等支援事業計画の概要

市 区 町 村 安 平 町

認定連携創業
支 援 事 業 者

安平町商工会、北海道銀行早来支店、北央信用組合早来支店

＜全体像＞
※下線は特定創業支援事業

・相談窓口の設置（移住対応含む）
・創業支援事業補助金
・新規商工業定住促進助成金制度

安 平 町

・ワンストップ相談窓口
・チャレンジショップ事業
・創業塾の開催
・あびら創業なんでも相談会

安 平 町 商 工 会

・あびら創業なんでも相談会
（金融相談会）

地 域 金 融 機 関

創業希望者、創業者

あびら巣立ち支援ネットワーク会議

（支援機関３者の連携・協力・情
報共有、支援制度の検討・創設）

概 要

安平町は、これまで創業者を支援する専門的な窓口を設けておらず、各機関がそれ
ぞれ個々の相談の案件に応じて対応をしていたため、創業を検討する事業者に対し
て十分な支援体制が町全体として作られていなかった。
町内における事業者が減少し町内産業が衰退化する中で、現在の社会的ニーズ、

ローカルニーズなどに対応できる地域住民に求められる事業者、人材を増やしてい
くことが、将来安平町の産業基盤の確立と活気ある商店街の再生につながっていく
と考えております。
本計画により、この取組を強化し支援体制を柔軟かつ幅広とすることで、年間２

１件以上の創業者を増やすことの実現を目指していきます。
平成２８年～３１年の３ヵ年にかけ、創業希望者に対して、ワンストップ相談窓

口（移住・定住などを含む）、チャレンジショップの実施、企業塾の開催、空き店
舗の利活用、地域おこし協力隊を活用した起業起こし、事業承継など地域の実情に
マッチングした支援を連携創業支援者との連携の基支援を実施していきたいと考え
ております。

年間目標数 創業支援対象者数：６４件 創業者数：２１件

特 徴 創 業 前

安平町では、「あびら巣立ち支援ネットワーク」を立ち上げ、地域資源の活用、
過疎地域特有のローカルニーズなどの掘り起しから、地域に必要とされるビジネ
スを、計画から創業に至までに必要とされる支援を関係機関、関連団体（産業支
援機関、町内異業種団体など※今回は支援事業者ではない）との連携など、他の
町にない安平町独自の強みを生かしたサポートを実施します。

① ワンストップ窓口の設置
② あびら創業なんでも相談会（出張型含む）
※移住創業を検討されている方に相談会を開催
③ あびら巣立ち支援ネットワーク会議を立ち上
げ創業支援サポート、支援施策などを検討

創 業 後

① 融 資
② 販路拡大
③ フォローアップ
・意見交換会
・支援団体との連携 など


